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自己紹介

株式会社アスマーク リサーチャー

芦川 勝彦 （あしかわ かつひこ）

東京農業大学大学院農学研究科農業経済学専攻 博士（農業経済学）
専門統計調査士

学位取得後は、広告代理店をメインクライアントとした市場調査会社や、医師パネルを保有する
メディア社の勤務を経て、2026年2月より現職。リサーチの設計から分析・報告まで一気通貫で
手掛け、定性調査・郵送調査・会場調査・HUT等の幅広い調査手法に精通する。クライアントも
一般事業会社から中央省庁、地方公共団体まで幅広く、官民両方のプロジェクト実績を持つ。
実務の傍ら、ツール開発や研修などを通じて後進の育成などにも携わる。
現在は、調査設計や分析業務を担当。マーケティング・リサーチ協会 公的統計基盤整備委員会 
幹事を歴任。
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市場調査をとりまくトピックス

●AI×多変量解析

●AIによる調査設計×セルフ型調査ツール

●データの透明性と対象者配慮

●DX化の進展

市場調査業界ではこれらを機会（チャンス）と捉えており、

学術調査領域では特に真価が問われる領域
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調査がつなぐ社会貢献の共創

【大学・研究機関】

【調査会社】

【一般生活者】

・専門的な知見と理論に基づく問題提起
・中立的な立場での社会的課題の解明
・客観的な分析による社会への提言

・信頼性のあるパネル募集・管理
・高度な調査環境構築
・高い品質管理体制

・アンケート調査回答による社会貢献

調査画面の作成
データコレクト
手続き・請求業務

回答環境の提供
謝礼付与
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研究者が直面する「調査の壁」
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研究者が直面する「調査の壁」

1. データの学術的妥当性の壁（品質）

2. 倫理審査の壁（コンプライアンス）

3. 大学・研究機関特有の事務手続きの壁（コスト・制度）

4. 研究デザインの実装の壁（技術）
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セルフ型ツールと調査会社伴走型リサーチの違い

セルフ型リサーチ（Googleフォーム等） 調査会社伴走型リサーチ

サンプリング 機縁中心／不特定多数の場合もあり 全国の一般消費者（パネル登録者）

割付 できないケースが多い／手動対応 人口動態割付など細かい／複雑な設定が可能

配信 研究者が対応／システム任せ 細かい設定・抽出が可能

調査票の設計 研究者が対応 論理性チェック・改善提案等の支援

チェック体制 研究者が対応 専門担当者によるWチェックで品質担保

画面ロジック 単純な分岐のみ ランダム化、複雑な制御

画像・動画 実装が難しい場合あり
加工や実装も含めて対応可、視聴時間縛りの制御、著作
権・倫理指針によるチェック

データ品質 不真面目回答の混入リスク トラップ設問・目視によるチェック

倫理審査対応 研究者が対応 同意画面のご提案、匿名化フローの標準提供

費用対応 クレジットカード決済、公費非対応の場合もあり
公費・科研費対応／見積・納品・請求書の3点セット発行
／後払い対応

費用 低（システム利用料のみ） 中〜高（実査費用＋運用費）
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セルフ型リサーチ（Googleフォーム等） 調査会社伴走型リサーチ

予備調査・パイロットスタディ

特定のコミュニティ・縁故調査

探索的なインタビューの事前アンケート

予算の極めて限られた個人研究

一般化を目的とした本調査

政府統計や政策提言に関わる調査

実験デザイン（RCT）や縦断調査

希少属性・ニッチターゲット調査

査読対策（品質証明）を重視する調査

セルフ型ツールと調査会社伴走型リサーチの使い分け
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注意点

トラップの内容や質問の構造が難
しくなりすぎないように注意をするこ
と
→想定以上のサンプルが脱落し、必
要数のサンプルがあつまらなくなる恐
れ

この設問後に調査対象から除外を
する場合は、事前の説明と丁寧な
文言による案内が必要
→クレームやその後の調査協力に影
響

トラップ設問の例

トラップ設問
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・回答所要時間が異常に短いもの

・実数答が明らかな異常値であることが判断できる場合

データクリーニングの事例

・ストレート回答 ・複数回答の設問をすべて選択

・自由回答の回答が分析に耐えられないもの

データクリーニング
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アンケートモニター規約
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●回答データご納品までの流れと品質管理のポイント

実査前
（準備）

パネル募集 アンケートモニターにて募集・登録

パネル登録 募集条件（国内在住／電話番号保有／重複登録不可）／規約

登録パネル管理 登録情報更新／稼働状況確認

実査中
（コントロール）

調査対象抽出 配信間隔／調査回答条件（居住地、性別、年代など）

調査設計・調査票検討 条件・割付・設問内容・設問構成・制御確認

スクリーニング調査 調査票確認／対象条件設定／画面制御／回収管理／予備サンプル回収

本調査回答 調査票確認／画面制御／回収管理／予備サンプル回収

実査後
（チェック）

回答データチェック システム運用／目視チェック（異常値、不誠実回答）

回答データ納品 検収確認／納品書／請求書

品質管理について
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研究者が直面する「調査の壁」
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4. 研究デザインの実装の壁（技術）
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自発的な同意を得るための「適切な説明文」や

「配慮のある許諾の取り方」について、

これまでの調査実績をもとにご提案します。

「◆◆に関する意識調査」への協力のお願い

本アンケートは、本学が〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜を目的とし、皆さんのご意見を伺うものです。 

これらの結果は、：：：：：：：に向けて、

・・・・・・・・・・ための基礎資料となります。

ご多忙のところ恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解の上、ご協力いただけますようお願い申し上げます。

【本調査における倫理的配慮】

・調査の目的： 本調査は〜〜〜〜〜を目的として実施します。

・所要時間： 回答時間の目安は５〜１０分です。

・参加の任意性： この調査へのご協力は任意です。

　　　　　　　　　　　　回答の途中でも、ご自身の判断でいつでも中断・辞退することができます。

　　　　　　　　　　　　回答しないことによって、学業成績を含め、いかなる不利益も生じません。

・匿名性の確保： 回答は統計的に処理され、個人が特定されることは一切ありません。

　　　　　　　　　　　　回答データは厳重に管理し、個人情報保護を徹底します。

・外部委託の扱い： データの集計・整理を外部業者（株式会社アスマーク）に委託していますが、

　　　　　　　　　　　　　委託先へ氏名などの個人情報を渡すことは一切ありません。

・問い合わせ先： 本調査に関するご質問や懸念事項がございましたら、以下の窓口までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　実施元： ＊＊＊＊＊大学＊＊＊＊学部　＊＊＊研究室

　　　　　　　　　　　連絡先： ＊＊＊＊＊

下記「同意する」を選択していただくと、最初の質問に進みます。

〇 1. 同意する（上記の内容を理解し、調査への回答に同意します。）

〇 2. 同意しない

次へ

同意設問の設置
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通常のインターネット調査の場合、個人情報を取得することはありません。
取得した回答データは統計的に処理されたもののみをお納めし、個人が特定できる形で利用することはありません。
謝礼はパネル管理部門と回答者の間でやりとりをします。

統計処理済み
回答データ 回答生データ

実査部門

パネル管理部門
登録情報・謝礼

回答者大学・研究機関 調査会社

個人情報保護
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5つの基本原則

1. 適法・公正・透明性・誠実
法規の遵守はもちろん、客観的で誠実な調査の実施。

2. 調査対象者の保護
人権を尊重し、身体的・精神的な不利益を一切与えない。

3. 個人情報の保護
利用目的の明示と同意取得、漏洩防止の徹底。

4. 倫理的行動
業界の評判を維持し、社会的価値を損なわない行動。

5. 調査に対する全体的な責任
すべてのプロセスにおける品質と倫理の保持。

マーケティング・リサーチ綱領
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研究者が直面する「調査の壁」

1. データの学術的妥当性の壁（品質）

2. 倫理審査の壁（コンプライアンス）

3. 大学・研究機関特有の事務手続きの壁（コスト・制度）

4. 研究デザインの実装の壁（技術）
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●事前の無料出現率調査

出現の不透明な条件の場合、事前に調査できます

●相見積もりのご対応

複数社に対するお問い合わせでも
遠慮なくお問い合わせください

●ご予算に応じたご提案

調査設計、受託範囲、質問数・サンプル数の検討

●倫理審査や手続きへのご協力

必要書類へのご対応
パネル規約のご提示
同意画面の作成。

●柔軟な会計対応

科研費・校費対応
見積・納品・請求書の3点セット発行。
年度の「期またぎ」や、ご予算や財源に合わせた
分割請求のご相談も承ります。

●スケジュールのご提案

3月末検収に間に合わせるためのスケジュールをご提案

学術調査に係る実務と調査会社の使い方
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●順序効果を排除するランダム表示機能 ●画面ロジックの設定

Q1. あなたは以下のメーカーを知っていますか

1. 2. 3.

→ヨコ回答

よ

く

知

っ

て

い

る

名

前

だ

け

知

っ

て

い

る

知

ら

な

い

【1】 メーカーA ● 〇 〇

【2】 メーカーB 〇 〇 ●

【3】 メーカーC 〇 ● 〇

【4】 メーカーD 〇 〇 ●

【5】 メーカーE ● 〇 〇

「1.よく知っている」「2.名前だけ知っている」を選択したもののみ、次の質問で表示

Q2. ご存じのメーカーのイメージについてあてはまるものを全てお知らせください。

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

→ヨコ回答

伝

統

的

・

歴

史

の

あ

る

先

進

的

・

革

新

的

親

し

み

の

あ

る

環

境

に

や

さ

し

い

ブ

ラ

ン

ド

力

が

あ

る

社

会

貢

献

を

し

て

い

る

あ

て

は

ま

る

も

の

は

な

い

【1】 メーカーA □ □ □ □ □ □ □

【3】 メーカーC □ □ □ □ □ □ □

【5】 メーカーE □ □ □ □ □ □ □

質問A 質問A 質問B 質問B 質問C 質問C

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

質問B 質問C 質問A 質問C 質問A 質問B

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

質問C 質問B 質問C 質問A 質問B 質問A

質問順のランダム化

選択肢／選択肢ブロックのランダム化

メーカーA 製品P メーカーE 製品Y

製品Q 製品X

メーカーB 製品R メーカーB 製品S

製品S 製品R

メーカーC 製品T メーカーD 製品V

製品U 製品W

メーカーD 製品V メーカーA 製品Q

製品W 製品P

メーカーE 製品X メーカーC 製品T

製品Y 製品U

柔軟な画面設計
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●「フレッシュ」な回答者の抽出：
回答頻度が低い人を優先抽出して配信（＝アンケート慣れの排除）

●追跡調査：
同じ母集団に対して後日調査の実施が可能です。
初回調査後の行動変動や意識の変化を時系列で把握できます。

一定期間後、同じ母集団に対する調査が可能

※回答負荷や調査間隔によって歩留まりが異なります。

回答者の抽出について
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研究の成功に向けた調査会社の活用
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調査会社の専門知見を「伴走パートナー」として活用し
セルフ型リサーチと賢く使い分けることが

貴重な「研究時間」を生み出し、研究成果を最大化するための最短ルートとなる

●調査会社並走型リサーチのメリット

データの学術的妥当性の確保
（品質管理）

生成AIやボット、不誠実回答などのノイ
ズをシステム×目視で徹底排除

論文投稿や査読対策の裏付けとなる
「品質の証明」が可能に

倫理審査・大学・研究機関特有の事
務手続きからの解放
（コンプライアンス対応）

IRB審査にそのまま使える説明同意テ
ンプレートやパネル規約の提供

科研費・公費のルールを熟知した、伝
票3点セット発行や柔軟な会計対応

複雑な研究デザインの確実な再現
（技術力）

ランダム化（RCT）やカウンターバラン
スによるバイアスの制御

離脱や督促のシステムを自動化した、
確実な追跡調査（パネルデータ）の構
築

研究の成功に向けた調査会社の活用（まとめ）
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▼調査手法

Web調査

会場調査

郵送

HUT

インタビュー調査

▼調査内容

意識調査

実態調査

受容性調査

イメージ調査

▼受託領域

回答環境提供のみ

SPSS納品や検定のみ、集計のみのご依頼も可能。

自由回答の分析も承ります

▼論文掲載実績

「ライフスタイル移住者の移住地からの離脱と関係人口への可能性―沖縄県の事例―」
小原 満春,観光研究,2024 年 36 巻 3 号 p. 26-35

「都心部の都市公園を対象とする印象評価尺度の屋上庭園に対する応用可能性」 飯田 
颯斗, 久徳 康史, 工藤 若菜, 原田 芳樹,日本感性工学会論文誌,2024 年 23 巻 4 
号 p. 295-304

「環境保全と健康増進に資する「持続可能で健康な食行動」─項目作成と属性による実
施頻度の検討─」 河嵜 唯衣, 佐藤 清香, 吉井 瑛美, 赤松 利恵,栄養学雑誌,2023
年81巻3号p.101-110

「食に対する感謝の気持ちを持つ成人の属性・食習慣の特徴と食物摂取頻度との関連」
河嵜 唯衣, 佐藤 清香, 新保 みさ, 赤松 利恵,日本健康教育学会誌,2025 年 33 巻 
2 号 p. 61-68

「子どものスポーツ活動をめぐる母親たちの社会関係資本―なぜ母親たちは「周辺的役割」
を担い続けるのか―」 宮本 幸子,スポーツ社会学研究,2023 年 31 巻 1 号 p. 71-82

「介護職の意識調査に基づいた災害時用医薬品備蓄の課題に関する考察」 中島 範宏,
日本医療経営学会誌,2021 年 15 巻 1 号 p. 23-30

「乳幼児を子育て中の夫婦の育児関与に関する研究（1）」永井 知子, 下坂 剛,日本
心理学会大会発表論文集,2019年

「SNS依存および諸問題と利用動機との関係 逃避, 優越感, 共感によるリスクの比較」
大野 志郎,情報教育ジャーナル,2019 年 2 巻 1 号 p. 10-17

学術関連調査での受託実績
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ギャンブル依存度研究

『Nature Scientific Reports』掲載事例

アスマークの参画事例

事例①

四都県で一人暮らしをする独身若手正社員の
離職意向と次年度の離職との関連について

『グローバルビジネスジャーナル (Global Business Journal)』掲載事例

事例②統計解析・データ品質管理を支援 共同研究
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アスマークの学術調査
支援体制のご紹介
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アスマーク支援体制の紹介

アスマークの学術調査チームについて

マーケティングリサーチ業界でも調査対象者のリクルーティングを得意とする独自ノウハウを基に
WEBアンケート、回答者提供、郵送調査、在日外国人調査などと併行し

研究・試験の被験者募集のご支援に取り組んでいます。

⚫ 大学・研究機関からの学術調査案件の対応／実施

⚫ 倫理審査のサポート

⚫ 大学・研究機関への情報提供

⚫ 学内セミナーの実施

⚫ 大学との共同施策の実施

学術調査チームの活動内容



会社概要/サービスの紹介

13 ％

モニー
リクルート

事業

約3,000件超 13 ％

13 ％ 13 ％

会場査
事業

約250件超

無料視聴はこちら



会社概要/サービスの紹介

アスマークは全国に約100万人（提携パネル含め約1,800万人超）の

インターネットパネルを構築する調査会社です。

インタビュー調査などの定性調査から、

ネットリサーチ事業を始めとした定量調査を主とし

その他独自のサービスも提供しています。

13 ％

モニター
リクルート

事業

約3,000件超 13 ％

13 ％ 13 ％

ネット
リサーチ
事業

約3,000件超

ホーム
ユーステスト

事業

約300件超

会場調査
事業

約250件超

※21期実績

ネットリサーチ業界で

トップクラスの案件実績数



品質

徹底された

仕組み化

集約された

ノウハウ

同業界との

連携

外部認証機関

の証明

各セクションへ明確な業務権限を付与し、

業務プロセスを徹底的に体系化。

高品質な業務を安定提供いたします。

調査実績は4万件超。

専門知識を持つ社員による事業推進を基盤に

ナレッジを社内共有する仕組みを整備。

更に改善と知識の刷新を重ね、恒常的な

クオリティ向上に努めています。

アンケートパネルのリクルートを始めとした

長年にわたる同業他社との連携も。

また、他社との事業提携も継続的に推進し

リサーチ業界全体の発展へ寄与しています。

品質担保の証としたプライバシーマーク取得を

始めとし、製品認証の国家/国際規格「JIS

Y20252（ISO20252）：2019」も取得。

定期的に全社員を対象とした正しい情報の

取り扱いも啓蒙し、質の担保へ努めています。



圧倒的なリクルート力

対象者の発言力や条件合致度などの確認作業を、リクルート案件数No,1の

ノウハウを生かして行い、質の高い対象者をリクルーティングします。

幅広い課題に対応するモデレーターネットワーク

「法人個人含め、50名以上のモデレーター」とつながりがあり

案件ごとに最適なモデレーターのアサインが、スムースに可能です。

自社独自開発システム

定性調査に特化した、インタビュー・チャットシステムを独自開発し展開。

調査会社の目線で質を追求した、上質なリサーチ環境をお届けします。

納得感を追求。知見を基とした提案力

小回りの利く「迅速・柔軟な対応」を社員全員が志しております。スケジュールや費用調整、

無料出現率調査の実施など、お客様にご満足頂けるレスポンスの早さで対応いたします。

アスマーク・定性調査の強み



対象者の発言力や条件合致度などの確認作業を、リクルート案件数No,1の
ノウハウを生かして行い、質の高い対象者をリクルーティングします。

アンケート専用自社モニターと提携パネル 6社による回収パワー

カードやEC会員の寄せ集めではなく『アンケートやインタビューを目的』として構成される自社モニター。

そのため協力率や遅刻・欠席率が他社様と異なり、市場発展に対する高い調査貢献力が強みです。

更にトップクラスのパネル提携数を誇るため、1700万人を対象にリサーチが可能。

出現率の低いテーマや回収量の必要なリサーチ現場で、多くの皆様にご活用頂いております。

対象者の発言力や条件合致度などの確認作業を、リクルート案件数No,1の
ノウハウを生かして行い、質の高い対象者をリクルーティングします。

企画設計からレポーティング・報告会までフルサポート

専門統計調査士やマーケティング実務士等、リサーチやマーケティング知見を有した者が

複数在籍しており、リサーチ会社のなかでは珍しく

リサーチャーが企画設計～分析レポーティングまで一貫して対応。

機械的ではなくよりお客様の意図を汲み取った対応を最大限心掛けております。

幅広いジャンルへの対応力

分け隔てない業種業態へ対応しており、様々な領域におけるリサーチ経験を保有。

業種業界ごとに、専門チームが知見を活かして責任対応いたします。

アスマーク・定量調査の強み



調査会社開発・インタビューツール

リサーチ特化型 ｜オンラインインタビューシステム

長きにわたり定性調査に強みを持つ、アスマークが独自開発した、調査専用のオンラインシステム。 

インタビュー会場特有の空間構造をオンライン上で再現しているため、デプスインタビューはもちろん、 

最大6名までのグループインタビューの実施や、 パッケージ評価・試飲試食調査など、

幅広い検証が可能です従来システムでは難しい「同時通訳機能」や 「言語選択機能」

など多彩な機能も完備。 海外調査におけるオンラインインタビューも可能です。

インタビュールーム
ミラールーム
バックルーム

を実現

バックルーム同士の
コミュニケーション

が可能

好みの大きさで
画面拡大が可能
オンラインでも
表情を捉えやすく

インカメラ／
アウトカメラの
マルチな切り替え

が可能

モデレーター
2名体制で

インタビュー
できる

5つのポイント



調査会社開発・チャットインタビューツール

リサーチ特化型 ｜ チャットインタビューシステム

全国100万人超の調査パネルを保有するアスマークだから開発できた

「希望のモニターへ気軽にチャット調査ができる」独自のチャットインタビューツールです。

モニターリクルート・定性調査に圧倒的業界シェアを持つ当社目線を活かし、チャットインタビューに適した

対象者の設定～インタビューまでを、一気通貫してスピーディに実施させていただきます。

多くのお客様に、インタビューやホームユーステストの予備調査としても、マルチにご活用頂いてます。

調査会社視点で開発
インタビュアー・
モニターそれぞれに
フィットしたUI

スマホやタブレット
など

マルチデバイス
対応が可能

便利な
「チャット

テンプレート」で
質問の入力も楽々

動画や画像の
添付も簡単

調査目的・概要と
インタビュー履歴を

1つのファイルで
まとめてDL可能

5つのポイント



会社名 株式会社アスマーク

所在地 本社

〒150-0011 東京都渋谷区東1-32-12 渋谷プロパティータワー

4階

TEL：03-5468-5101

八戸事業所     / 大阪事業所 / 福岡事業所 / 横浜事業所

中目黒事業所 / 長岡事業所 / 名古屋事業所

創 立 1998年12月

設 立 2001年12月

資本金 166百万円（2025年11月末時点）

売上高（連結）4,416百万円（2025年11月期）

代表取締役 町田 正一

社員数 316名（2025年11月末時点）

事業内容 ・市場調査

・HR Techサービス

・RPA導入・運用支援

・労働者派遣事業（許可番号：派13-311841）

運営サイト ・アンケートモニター募集サイト「D STYLE WEB」の運営・管理

・買った人・使った人の評価サイト「シェアビュー」の運営・管理

・外国人市場調査業務「e-gaikokujin.Recruting」の運営・管理

取得認証

加盟団体 ・社団法人 日本マーケティングリサーチ協会（JMRA）

調査のご相談はこちら

会社概要
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